
 
図１．iPES 掲載ホームページ（トップページ） 

 
(a) デフォルト画面

(b) 波形再合成を行った状態 

図２．フーリエ解析プログラム 
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Unique web-based interactive animation software for teaching and self-learning Power Electronics is introduced. This “iPES” 
program has been written in Java and it demonstrates performance of several power converters in animation. The feature and 
current contents have been introduced below. 
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１．まえがき 
パワーエレクトロニクス（PE）の教育／学習およびそ
れらへの IT 技術の応用についての関心が高まっており、
調査[1]，ソフト･ハード教材の開発が行われている[2]-[3]。
筆者らの内のスイス連邦工科大学チューリッヒ
（ETHZ）の２名は約１年前に Java で書かれた対話型ア
ニメーション式というユニークで効果的なＰＥ教育学
習ツール“iPES”（Interactive Pwer Electronics Seminar）
[4]-[5]を英語とドイツ語で開発・公開し、直後、日本語版
（日大・西田が担当）を加えた。現在ではそのプログラ
ムアイテム数は相当数となり、ハングル語版（J. Choi，
Chungbuk, National University が担当）と中国語版（D. Xu, 
Zhejiang University が担当）が加えられると共に、幾つ
かの拡張版が追加されシリーズ化された。さらに、スペ
イン語版とタイ語版の準備も進んでいる。本稿では、こ
の iPES の現在の様子を紹介する。 
２．iPES シリーズの構成 
図１に iPES シリーズが公開されているホームページ

（HP）のトップページを示す。本 HP には “iPES”（基
礎 PE 用教育／学習ツール）の他に、“iPES-Field”（電界・
磁界のイメージ化），“iPES+”（特定の変換器に関する対

話型アニメーションプログラム，紹介，設計協力ツール），
“JAVA 2 APPLETS”（シミュレーションツール）があり、
さらなる追加･拡張が計画されている。また、その一方
で、著者の一人（西田）らによる基礎電気回路コースの
準備も進んでいる。 
３．プログラム例の紹介 
最初に紹介するのは図２（(a)：デフォルトの状態･

英語版，(b)：機能を利用した状態･日本語版）に示した
フーリエ解析プログラムである。左上にある周期パルス
波形のフーリエ解析結果が右に表示されている。同波形
は、上側スロープの角度，振幅，上下･左右の位置，幅
をユーザがマウスで調整できる様にしてあり（同図(b)
の方形波参照）、波形変更と同時にフーリエ解析結果も
変更される。さらに、フーリエ解析図中の特定のスペク
トラムを選択して、選択したスペクトラム（左図のリッ
プルのある波形参照）のみにより再合成した波形も表示
できる（波形図中の青色波形参照）。本プログラムは、
周波数分析と常とする PE 教育のみならず電気回路基礎
科目での周波数分析／フーリエ解析に於いて有効なツ
ールである。 



 
図５．静電界描写プログラム

 
図６．回転磁界描写プログラム 

 
図６．回転磁界描写プログラム 

 
図４．“Vienna Rectifier I”の設計ツール画面 

図３．“iPES+”プログラム：Vienna Rectifier I 

次に、“iPES”の拡張版である “iPES+” の中から 
“Vienna Rectifier I” に関するプログラム（図３）
を取り上げる。このプログラムは、“iPES” と同等な

機能の他に当該コンバータに関する情報（関連論文，特
徴に関する概説）の他、設計ツール（図４）が組み込ま
れている点が “iPES” との大きな違いである。図４下
にあるパラメータを変更すると同図上に記載されてい
る各部損失等が即座に変更され、極めて有用な設計援助
ツールとなる。 
初学者がイメージし難い、或いは描画して示す事で教

育／学習効果が期待できるものとして、電界および磁界
がある。これらを描写して視覚的に示すプログラム
“iPES-Field”を最後に紹介する。図５は静電界、図６
は３相交流電流による回転磁界を描写したものである。
いずれのプログラムでも、“iPES” と同様に電荷の位置
や電流（コイル）の位置と大きさをマウスで変えて電界
／磁界の変化の様を見て取る事ができる。このプログラ
ムでもユーザの操作にプログラムが状態を可視化して
応える機能が教育／学習を有効に補助できる良い例で
あろう。このプログラムも受動素子に関するものとして

PE 教育／学習の教材の中に位置している。 

４．あとがき 

スイス連邦工科大学を本拠に開発されたＰＥ教育／
学習用ツール“iPES”シリーズを紹介した。本ツールが
今後の PE 教育／学習ツール開発の促進力および教育／
学習そのものの一助となれば著者らの幸いである。 
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